『スマホ片手に』　　　　　　　　　　　　　　　　
ジョーズ

「何してるの？」
そう尋ねられて、僕の心は一瞬にして歓喜に湧く。まさか彼女から話しかけてくれるなんて！
イヤホンをはずし、勢い口を開こうとして、返答に困った。
質問の意図は明らかだった。どうしても聞かなくてはならないことではないだろうけど、質問するに値する行動を取っているのだろうと、実際に質問されて思った。まさかここで、帰るための電車を待っているだとか聞かずとも明白な答えは期待していないだろうし。
言葉に詰まったのは、この行為を満足に伝えられるかどうか自信がなかったからだ。一言で済ますのでは納得してもらえないだろうし、かといって冗長な説明では飽きられてしまう。
「スマホゲームしながら、音楽を聞いて英単語覚えてる」
なるべく素っ気なくならないよう注意しつつ、一息に言った。
「見れば分かるよ。一つに集中したら？」
その言葉を待っていた。これで会話が続けられる。僕はオートプレイ中のゲームをズボンのポケットに、単語帳を学生鞄にしまいながら答えた。
「時短だよ、時短」
「時短？　時間短縮ってこと？」
「そうそう」
何分、今の高校生活には時間がいくらあっても足りない。
授業の予習復習は基より、小テスト対策や宿題といった必須課題や、クラスの話題に乗り遅れないための最新の芸能情報のチェック、そして流行りのスマホゲームのイベントの消化と、やることが山積している。帰宅部の俺でさえこんなに忙しいのだから、運動部員なんかは宿題くらいしかできないんじゃないかとさえ思う。
そんな時間に追われる現状を打開するために、自宅がそこそこ遠い僕は、できることが限られている電車内での時間を最大限活用しようと、この平行作業を実践しているのだ。
音楽は最近でてきたものをイヤホンで聞き流していればいい。スマホゲームはレベルが高いから画面を見ずに適宜タップする作業と化している。実質意識は殆ど単語帳に向けられているので、それらを同時に行うのは難しくなかった。
「ふぅん、じゃあ一見三つのことを同じくらい意識しているように見えるけど、本当は英単語の勉強くらいしか意識しなくてもいいってことなのね」
「そうだね。ただ、聞き流してる音楽はループ再生してるから放置しててもいいんだけど、ゲームはたまに意識して操作しなきゃいけない。まぁそれだけでいいから楽だけど」
「うんうん、なんかそういうことをする気持ち、わかる気がする」
　説明の途中に来た電車に揺られながら、彼女との会話が弾む。電車内ではなるべく静かにと言われてたけど、それを言った彼女がこうして聞いてくれるんだから問題はないはずだ。ああ、幸せだなぁ。
　そんな幸せな時間もいつまでもは続かない。電車が止まる。もう彼女が降りる駅についてしまった。これでまた明日になるまで会えなくなるなんて嫌だなぁ。
「それじゃ」
彼女は電車の外に。
「待って」
僕もまた電車の外に出て、彼女の腕を掴んだ。
「えっ、どうしたの？」
「あ、その」
口ごもる僕の背後で、ドアの閉まる音を聞いた。こうなったらもう、引き返せない。
「その、家の近くまで、送るよ」
「……うん、わかった」
もう少し彼女のそばにいたくて、なんとかひねり出した言葉に、彼女は目を伏せて頷いた。照れているのだろうか。そうに違いない。だって僕はこんなにも顔が熱くなっている。
彼女の後を追って改札を抜ける。定期圏内だから料金は発生しない。財布を戻すとき、スマホ画面にGAME OVERの文字が浮かんでいた。どうやらオートプレイでなく、ある程度僕からも操作しないとクリアできないステージだったらしい。けれど今は、はてしなくどうでもよかった。
僕は彼女の左、車道側を歩く。こうして隣で歩いているけれど、とても彼女の顔は見れなかった。できの悪いロボットみたいに、両手足を不器用に動かしながら歩く。
「寒いね」
話題に困って、そんなことしか言えない。返事はなかった。目だけ動かして窺うと、彼女は上着のポケットに手を入れて俯いている。
「……手、繋ぐ？」
この言葉を吐くのに三十秒の時間が必要だった。彼女と一緒に歩ける貴重な時間だけど、勇気を出すためには必要な時間だった。それでもかっこ悪く震えた声になっちゃったけど。
「…………」
彼女は無言で左手を出した。
ああ、今日は何ていい日だろう。勇気を出して本当に良かった！
僕は内心狂喜乱舞しながら、壊れ物を扱うがごとくゆっくりと、慎重に彼女の手に触れ、弱く握った。
「…………あったかい、ね」
「ん……」
彼女は視線を右下に向けている。僕も気恥ずかしくなって、顔を左上に向けた。
彼女の姿を見れない分、意識は彼女との繋がりに、今まさに彼女の左手を握っている右手に集中している。
彼女は何を思っているだろう。僕みたいにドキドキしているのかな？
ちらと彼女に目を向けると、まだ顔を背けていた。可愛い。
右手も暖めてあげたいな、と僕は思った。
あとがき
　僕は高校生の時も文芸部だったのですが、その際他の高校の文芸部と作品を出し合う大会がありまして、うちの部は毎年関東大会に進出しておりました。僕は一度もいけたことありませんでしたが。ともかくそういった大会で小説（というよりショートショート）を書いて発表するといったことがあったわけですが、当然分量制限がありまして、二段刷りの紙二枚に収まる程度の作品でないといけなかったわけです。短いなりに起承転結をまとめる力を養えたのかなあなどと思っておりましたが、今回はそれを思い起こし、僕のパソコンではタイトル含め本文が丁度２ページに収まるよう書いてみました。うまくまとまってますかね？
　さて、この作品についてですが、アイデアは電車の中で舞い降りました。僕も流行にもれず、電車内では時間つぶしにスマホをいじくっている身ではありますが、特にこちらから操作する必要のないスマホゲームをする場合、時たま飽きてきてもう片方の手で別のことをするということがままあります。それを基に何か書いてみるかぁと思い至り完成したのが今回の作品となります。ちなみに殆どスマホで書きました。携帯小説ならぬスマホ小説です。
　内容について。あとがきで作品の捕捉をするというのは禁忌ということでさらっとなぞる程度に留めます。今回は男性一人視点で日常を綴ったものでした。そろそろ女性視点で書いてみようかなぁ。日常系の作品を書く場合のネタはできるだけ身近な体験からすべきかと思いつつ大抵大部分を想像で構成してしまう僕にしては珍しく身近なものからとってきた作品なので、ああこういうのあるある～などと思って頂けたら幸いです。ちなみに作中の男の子の幸せ～な感情は百パーセント想像です。妄想です。
　それでは今回はこの辺で失礼いたします。お読みいただき感謝感激です。
[bookmark: _GoBack]　ではでは、ジョーズでした。
